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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します

(　1　)　2026 年 ( 令和 8年 ) 8 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 895 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認

2026年（令和８年）

第895号
８
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

９月１日（火）終日 書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

仲
間
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
岸
本
区
長
に
手
渡
す
縫
村
委
員
長

▼
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
は
14
年
連
続
で
引
き
上

げ
ら
れ
、
２
０
１
２
年
比
で

約
94
％
上
昇
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
多
く
の
仲
間
か
ら
は

「
賃
金
や
単
価
、
処
遇
は
変

わ
ら
な
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
賃
金
・
単
価
の
引

き
上
げ
は
、
ま
ず
自
ら
請

求
・
要
求
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
自
分
の
技
術
や

経
験
を
安
売
り
せ
ず
、
適
正

な
対
価
を
求
め
る
姿
勢
が
重

要
で
す
。
▼
ナ
フ
サ
不
足
の

影
響
で
、
資
材
価
格
の
高
騰

は
依
然
と
し
て
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
流
通
が
回
復

し
た
後
も
、
価
格
が
高
止
ま

り
し
な
い
よ
う
行
政
に
は
継

続
し
た
監
視
と
指
導
を
求
め

た
い
も
の
で
す
。
▼
杉
並
区

で
は
、
中
東
情
勢
や
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
区
内
中

小
事
業
者
向
け
に
新
た
な
特

例
資
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

仲
間
の
く
ら
し

と
仕
事
を
守
る

た
め
、
適
正
な

賃
金
・
単
価
の

実
現
と
支
援
制

度
の
充
実
を
求

め
、
今
後
も
粘

り
強
く
運
動
を

進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

技術を安売りせず請求要求しよう

（栗林 弘行　書記長）

　７月８日の全建総連予算要求集会と東
京都連対都交渉は、全体1,024人（杉並25
人）の参加で取り組みました。午前中は都
庁前集会と各会派交渉、午後はニッショー
ホールをメイン会場に、ビジョンセンター
東京虎ノ門をサテライトでつないで開催し
ました。
　基調報告で全建総連小倉書記長は「建
設業では担い手確保や働き方改革、賃金
引き上げが進められており、公共工事設
計労務単価は14年連続で引き上げられた。
しかし、物価上昇を上回る賃上げや適正な
労務費が現場の技能者まで行き渡る仕組
みづくりが、引き続き重要な課題」と報告。
　中東情勢による資材不足や価格高騰に
ついては「多くの建設事業者が依然として
影響を受けていることから、政府に対して
資材の安定供給や事業継続支援を要請し、
今後も状況を注視していく」という考えが
示されました。
　最後に、建設国保の育成・強化、新築住
宅・リフォーム支援、アスベスト対策、物
価対策などの実現をめざし、年末の予算
編成まで全国58万人の仲間とともに運動
をすすめ、物価上昇を上回る賃金・単価の
引き上げと持続可能な建設業の実現に向
けて取り組む決意が表明されました。

❶2027年度予算編成に向けた必要な予算
の確保

❷持続可能な建設業の実現に向けた制度・
政策の推進

❸中東情勢の影響による建設資材の供給不
安解消と価格高騰対策の強化

実現を求める3つの内容

予算獲得運動開始
都庁交渉＆集会

建
設
資
材
の
供
給
不
安
解
消　

価
格
高
騰
か
ら
仕
事
と
く
ら
し
守
れ

建
設
資
材
の
供
給
不
安
解
消　

価
格
高
騰
か
ら
仕
事
と
く
ら
し
守
れ

【後継者対策部・発】当初予定していた「大キャンプ交流
会」に代わり7月26日に「よみうりランド交流会」がおこなわ
れました。急な変更でしたが56人の参加があり、プールに
乗物に子どもたちは大満足。久々に再会した家族同士もあり、
昼食会場となった「シェーキーズ」では交流が深まりました。

7.23 区長懇談

中
小
事
業
者
支
援
策
が
実
現

杉
並
区
が
特
例
資
金
を
創
設

　

７
月
23
日
に
杉
並
支
部
役
員
は
、
杉
並
区
長
選
挙
に
再
選
し
た
岸

本
区
長
を
訪
れ
、
懇
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
春
の
拡
大
月
間
で
仲

間
か
ら
集
約
し
た
「
建
設
資
材
高
騰
の
影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
手
渡

し
、
現
場
の
深
刻
な
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
場
で
区
長
か
ら
具

体
的
な
説
明
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
日
、
特
例
融
資
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
（
文
責
・
双
木
）
。

　

東
京
土
建
が
掲
げ
る
３
つ

の
重
点
要
望
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

【
東
京
土
建
の
３
つ
の
要
求
】

❶
中
東
情
勢
に
よ
る
建
設
資

材
高
騰
か
ら
地
域
建
設
業

を
守
る
緊
急
対
策
の
実
施

❷
建
設
業
を
地
域
の
安
全
と

雇
用
を
支
え
る
基
幹
産
業

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

❸
公
契
約
条
例
の
実
効
性
を

高
め
、
適
正
賃
金
と
公
正

な
発
注
を
実
現
す
る
こ
と

　

岸
本
区
長
か
ら
は
、
「
就

任
直
後
で
あ
り
、
現
時
点
で

は
具
体
的
な
内
容
を
お
話
し

で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
3

つ
の
要
望
に
つ
い
て
は
区
長

選
挙
前
に
回
答
し
た
内
容
が

基
本
と
な
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
東
情
勢
や
物
価

高
騰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
岸

本
区
長
は
「
給
付
型
支
援
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
緊
急
融
資
制
度
に
つ
い

て
は
詳
し
く
は
言
え
な
い
も

の
の
、
近
く
記
者
会
見
で
発

表
で
き
そ
う
だ
」
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
杉
並
支
部
が

春
の
拡
大
月
間
の
組
合
員
で

独
自
に
実
施
し
た
「
中
東
情

勢
に
よ
る
建
設
資
材
高
騰

の
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
（
２
０
４
枚
）
を
手
渡

し
、
現
場
の
深
刻
な
実
態
を

直
接
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杉
並
支
部
が
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
子

ど
も
食
堂
」
で
寄
せ
ら
れ
た

過
去
4
回
分
の
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
提
出
し
、
物
価
高

の
影
響
や
子
育
て
世
帯
の
切

実
な
声
を
届
け
ま
し
た
。

　

後
日
、
杉
並
区
は
記
者
会

見
を
開
催
。
「
中
東
情
勢
・

物
価
高
騰
対
策
特
例
資
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
（
融
資
の

内
容
は
上
の
囲
み
枠
と
二
次

元
コ
ー
ド
を
参
照
）
。

　

今
回
の
特
例
資
金
創
設

は
、
杉
並
支
部
が
杉
並
区
に

対
し
て
繰
り
返
し
要
請
し
て

き
た
、
中
東
情
勢
に
よ
る
資

材
価
格
高
騰
や
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ

の
支
援
策
が
実
現
し
た
も
の

で
、
地
域
建
設
業
者
を
は
じ

め
区
内
中
小
企
業
の
事
業

継
続
を
支
え
る
重
要
な
制
度

と
な
り
、
私
た
ち
の
運
動
の

大
き
な
成
果
で
す
。

　

今
後
も
杉
並
区
議
会
各

会
派
と
の
政
策
懇
談
を
通

じ
て
建
設
業
界
全
体
の
課
題

と
し
て
訴
え
を
強
め
る
と
と

も
に
、
給
付
型
支
援
策
の
実

現
、
建
設
業
を
地
域
の
基
幹

産
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
施

策
、
公
契
約
条
例
の
実
効
性

向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

後継者対策部主催 ７.26 よみうりランド交流会

昼
食
は
「
シ
ェ
ー
キ
ー
ズ
」

に
て
ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ

■限度額：
　（小規模企業小口資金）
　　2,000万円まで
　（経営安定運転特例資金）
　　700万円まで
■資金使途：運転資金のみ
■利率：0％
　（区が利子を全額補給）
■返済期間：７年以内
■申込期間：
　令和８年８月３日（月）
　　～12月25日（金）

融資の内容

杉並区特例資金
杉
並
区
特
例
資
金
の

詳
細
は
コ
チ
ラ
か
ら

組
合
員

同
士
の

交
流
深
ま
る

建
設
資
材
の
供
給
不
安
解
消　

価
格
高
騰
か
ら
仕
事
と
く
ら
し
守
れ

杉
並
は
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
虎
ノ
門
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
参
加
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松本浩一さん
被爆3世としての
経験語る

タ
テ
の
カ
ギ

1
勤
務
時
間
を
超
え
て
の
仕
事

2
複
式
簿
記
で
転
記
の
成
否
を
確
認
す
る
…
表

3
韓
流
ブ
ー
ム
の
始
ま
り
、…
様
現
象

4
…
子
と
地
頭
に
は
勝
て
ぬ

5
関
係
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
事
件

8
日
焼
け
の
原
因
と
な
る
光
線

10
バ
ー
ド
…
。
ホ
エ
ー
ル
…

14
「
叫
び
」
の
作
品
で
有
名
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
画

家
16
畳
表
に
使
う
草

17
夕
涼
み
に
ぴ
っ
た
り
の
和
服

18
8
月
11
日
は
…
の
日

20
…
の
角
を
蜂
が
刺
す

二重枠をつなぎ合わせると一つの言葉が完成します。解答が解った方は左記二次元コードを読み込んで解答フォームに記入、送信くださ
い。抽選で3名の方にクオカード（500円）を贈呈。当選者は次号掲載します。

1 立秋後の暑さ
4 プラスチックやゴム・塗料
の原料にもなる石油製品

6 「西遊記「水滸伝」と並ぶ中
国三大奇書。…演義

7 …暗鬼
9 陶磁器などを作る…業
11 インド独特の精神統一修行
12 水清ければ…すまず
13 …孫。…産。…陣
14 …の罪。有名…
15 ♪…時代のまん中は道に

迷っているばかり
18 西城秀樹が歌う…マン
19 対義語は保守
21 金太郎の本名は…金時
22 調度品のことです

クロスワード
パズル 11

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

クロスワード パズル10
（2026年７月号掲載）
解　答「カイスイヨク」

●岩本 綾　 さん（西　荻）

●高橋 竜也 さん（西　荻）

●清水 淳 　さん（阿佐谷）

当
選
者

2026年
８月末締切

こと
です。
す。

　会社の後輩と一緒に参加させ
ていただきます。２年前に広島を
訪れたことがありますが、しっか
り学んできます。

7
月
22
日
、午
前
に
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
国
民
平
和
大
行
進
は
、熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
た
め
主
催
者
判
断
で
中
止
と
し
ま
し
た
。

同
日
夜
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
28
回
杉
並
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、杉
並
光
友
会

か
ら
被
爆
3
世
の
松
本
浩
一
さ
ん
の
報
告
、川
田
忠
明
さ
ん（
原
水
禁
日
本
協

議
会
・
全
国
担
当
常
任
理
事
）よ
り「
核
兵
器
を
め
ぐ
る
情
勢
と
原
水
爆
禁
止

２
０
２
６
世
界
大
会
」と
題
し
た
講
演
、原
水
禁
世
界
大
会
杉
並
代
表
団
の
壮

行
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た（
参
加
者
全
体
57
人
、杉
並
33
人
、文
責
・
双
木
）。

原水禁署名運動発祥の地・杉並から平和運動を発信発祥の地・杉並から平和運動を発信
核
抑
止
の
依
存

一
層
強
ま
る

　

現
在
、
核
兵
器
を
め
ぐ

る
世
界
情
勢
は
、
冷
戦
終

結
後
で
最
も
危
機
的
な

局
面
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

終
末
時
計
は
人
類
滅
亡
ま

で
「
85
秒
」
を
示
し
、米
ロ

間
の
核
軍
縮
の
枠
組
み
は

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
や
ロ
シ
ア
で
は
、先
制

核
使
用
を
認
め
る
政
策
が

進
み
、
中
国
や
北
朝
鮮
も

核
戦
力
を
増
強
す
る
な
ど
、

核
抑
止
へ
の
依
存
が
一
層

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
の
総
数
は
冷
戦

期
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、

現
在
保
有
さ
れ
て
い
る
核

兵
器
だ
け
で
も
人
類
を
破

滅
に
導
く
に
は
十
分
で
あ

り
、
偶
発
的
な
核
戦
争
の

危
険
は
決
し
て
過
去
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

力
の
支
配
で
は
な
く

国
際
秩
序
を
守
る

　

私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

参
加
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議

で
は
、
多
く
の
非
核
保
有

国
が
国
連
憲
章
と
国
際
法

の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て

い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
や

ス
リ
ラ
ン
カ
、コ
ロ
ン
ビ
ア

な
ど
の
代
表
は
、「
共
通
の

ル
ー
ル
こ
そ
が
小
国
を
守

る
命
綱
だ
」
と
繰
り
返
し

発
言
し
ま
し
た
。
国
連
総

会
で
は
、
軍
事
力
や
経
済

力
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず

一
国
一
票
で
あ
る
と
い
う

原
則
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、大
国
に
よ
る
力
の

支
配
で
は
な
く
、
国
際
法

に
基
づ
く
平
和
な
国
際
秩

序
を
守
る
こ
と
が
、
多
く

の
国
々
の
切
実
な
願
い
で

あ
る
こ
と
を
現
地
で
実
感

し
ま
し
た
。
草
の
根
の
平

和
運
動
と
世
界
の
多
数
の

国
々
の
願
い
は
確
か
に
つ

な
が
っ
て
い
る
、そ
の
こ
と

を
改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約

前
進
の
後
押
し
を

　

今
回
の
再
検
討
会
議
で

は
、
成
果
文
書
の
採
択
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
6

条
に
基
づ
く
核
軍
縮
交
渉

の
履
行
を
求
め
、
核
保
有

国
の
責
任
を
問
い
続
け
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
核
保
有
国
は

こ
れ
ま
で
の
合
意
を
後
退

さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
も

見
せ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の

道
の
険
し
さ
も
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
う
し
た
現
状
は
、
核
兵

器
禁
止
条
約
を
前
進
さ
せ

る
国
際
的
な
流
れ
と
市
民

社
会
の
役
割
を
一
層
重
要

な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

核
抑
止
は
決
し
て
万
能

で
は
な
く
、
ひ
と
た
び
破

綻
す
れ
ば
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
惨
禍
を
招
き
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
被
爆
の

実
相
を
語
り
継
ぎ
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
前
進
を
後

押
し
す
る
運
動
を
広
げ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

原
水
禁
運
動
を

国
民
的
な
運
動
に

　

今
年
開
催
さ
れ
る
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
と
核
兵

器
禁
止
条
約
再
検
討
会
議

は
、
そ
の
流
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
重
要
な
機
会

に
な
り
ま
す
。

　

原
水
爆
禁
止
運
動
を

国
民
的
な
運
動
に
し
て
い

く
と
同
時
に
、
戦
争
国
家

づ
く
り
を
や
め
さ
せ
、
憲

法
を
守
る
運
動
を
発
展
さ

せ
て
い
く
。
日
本
を
変
え
、

世
界
を
動
か
す
運
動
を
構

築
で
き
る
し
、
ま
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
を
迎
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

杉
並
区
議
会
議
員
の
松

本
浩
一
さ
ん
は
、
杉
並
光

友
会
の
幹
事
と
し
て
も
活

動
し
て
い
ま
す
。
松
本
さ

ん
か
ら
は
、
被
爆
3
世
と

し
て
今
ま
で
経
験
し
て
き

た
こ
と
、
杉
並
光
友
会
で

の
開
催
、学
校
で
の
平
和
学

習
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
体
験
を
直
接
語
れ

る
方
が
少
な
く
な
り
、
記

憶
の
継
承
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

荒
井
智
之
さ
ん

（
高
和
・
揚
重
工
・
青
年
部
）

代
表
団
広
島
大
会
へ

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
変
革
を

核
兵
器
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い川田 忠明 さん

発祥の地・杉並から平和運動を発信
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■　現場管理　■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■　外構造園作業スタッフ　■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■　電気工事士　■
【社員】

リケンエナジー㈲
代表　縫村　俊祐
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■　配管工　■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　一刀　松二
杉並区大宮1-12-13 
℡03-5929-9170

■　測量士・測量士補　■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■　塗装・防水・電気・営業　■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7
横尾ビル１F
℡03-3311-2196

■　給排水 ■
【社員】

㈱なつ＆にゃお
代表　廣瀬　裕樹

杉並区下高井戸4-35-27
℡080-8824-1119

■　外構・基礎　■
【社員】
㈱山根ベース
代表　山根　真
杉並区宮前5-18-11
グリーンパレスA201
℡090-6100-8859

■　造園工　■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　新しい仲間を増やす「秋の拡大月間」がスタートします。メリット
ある私たちの制度を維持するためには、組織を大きくする必要があり
ます。拡大月間の行動日には、分会センターに集まり、組合メリット
を仲間に伝える訪問行動をおこないます。行動日には分会センターに
お集まりください（集合時間は分会役員にお尋ねください）。

　核兵器の廃絶と恒久平和への願いを胸に、この行進を毎年
つないでこられたみなさまに心からの敬意をお伝えします。
　私自身、本日は残念ながらみなさまとご一緒することができ
ませんが、深い感謝の気持ちを込めて、このメッセージをお送
りします。
　杉並には、1954年のビキニ水爆実験をきっかけに始まった
核兵器廃絶を願う区民の運動があり、その思いは世代を越え
て受け継がれてきました。みなさまが長年歩み続けてこられた
からこそ、この運動は今日までつながり、私たちも核兵器廃絶
と平和への願いを語り続けることができます。
　いま世界では、戦争や武力紛争が続き、武力による現状変
更が現実のものとなっています。その影響は、人々の命や暮ら
し、そして世界の平和と安定を大きく揺るがしています。平和
は決して遠い国の出来事ではなく、私たち自身の暮らしと未来
に深く関わる課題です。
　だからこそ今、核兵器廃絶を求める声を絶やしてはなりませ
ん。平和は誰かが与えてくれるものではなく、一人ひとりが行動
し、語り継ぎ、つないでいくことで守り、つくっていくものです。
　みなさまが何十年にもわたって歩み続けてこれたことにあ
らためて深く敬意を表します。その姿は「平和はつくられるも
の」であることを私たちに教えてくれています。私も杉並区長
として、その歩みを未来へつないでいく決意をお伝えし、私か
らのメッセージといたします。

　 広島には学生の時行かせてい
ただき、被爆者から直接お話しを
聞くことができました。今回もた
くさん学んできたいと思います。

　高校時代に長崎へは行ったこと
がありました。初めての広島です。
しっかり学んできたいと思います。

　環境省と気象庁は7月22日に「熱中症警戒アラート」を発令し
ました。杉並区でも気温は36度を越え、検討の結果、国民平和大
行進は中止と判断しました。
　次年度は、開催時期や時間を考慮し検討していきます。
※暑さ指数（ＷＢＧＴ・気温や湿度、日射量などから算出する指数）25以上28
未満が警戒アラートの目安

秋の拡大月間スタート

8月26日（水）、27日（木）
9月9日（水）、10日（木）、16日（水）
17日（木）、24日（木）、25日（金）

未
加
入
の
仲
間
を

未
加
入
の
仲
間
を

紹
介
く
だ
さ
い

紹
介
く
だ
さ
い

秋の拡大月間

前半行動日

未
加
入
の
仲
間
を

紹
介
く
だ
さ
い

7
月
1
日
前
期
新
加
入
者
歓
迎
会

　昨年開催して好評だった「BBQ Days　吉
祥寺パルコ」にて、今年も「組合員交流会＆秋
の拡大出陣式」をおこないます。事業所のみ
なさんや、家族ぐるみでご参加ください。

原水禁署名運動発祥の地・杉並から平和運動を発信原水禁署名運動発祥

国
民
平
和
大
行
進

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
令
で
中
止

し
て
今
ま
で
経
験
し
て
き

た
こ
と
、
杉
並
光
友
会
で

活
動
す
る
中
で
感
じ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
は
被
爆
３
世
と
し

て
広
島
で
育
ち
、家
庭
や

学
校
、地
域
の
中
で
平
和

教
育
に
触
れ
な
が
ら
成

長
し
ま
し
た
。
平
和
教
育

は
、い
う
な
れ
ば
生
活
の
一

部
で
し
た
。東
京
へ
移
っ
て

か
ら
は
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
が
減
り
ま
し
た

が
、あ
る
時
、高
円
寺
の
図

書
館
で
杉
並
光
友
会
が
発

行
し
た
被
爆
証
言
集
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
活

動
に
参
加
し
、現
在
は
幹

事
と
し
て
会
報
の
編
集
や

証
言
集
の
作
成
、講
演
会

憶
の
継
承
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
爆
3
世
と
し
て
葛
藤

を
抱
え
な
が
ら
も
、
被
爆

者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、そ

の
声
を
次
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
自
分
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
６
月
12
日
に
杉

並
区
議
会
は
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
た
意
見
書
を
採
択
し
ま

し
た
。こ
れ
は
大
き
な
一
歩

で
す
が
、
核
兵
器
は
ま
だ

廃
絶
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
実
現
に
向
け
て
歩
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」

依田さんは本部主婦の会から
代表参加です

村
上
智
也
さ
ん

（
高
和
・
揚
重
工
・
青
年
部
）

依
田
あ
か
ね
さ
ん

（
阿
佐
谷
・
ひ
ま
わ
り
）

核兵器廃絶
求める声絶やすな

原水禁署名運動発祥

杉
並
原
水
協
代
表
団
の
み
な
さ
ん

秋のお知らせ
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第 389 回

作
成
し
た
り
と
準
備
を
進
め
、
当
日

の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
こ

の
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
や

「
モ
ノ
づ
く
り
」
が
と
て
も
好
き
で

し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
ア
ニ
メ
制
作
会

社
や
出
版
社
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
会
社
な

ど
で
一
貫
し
て
モ
ノ
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

主
に
編
集
者
と
し
て

働
く
中
で
、
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
取
材

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
こ
な
い
ま
し
た
し
、

執
筆
も
し
ま
し
た
。

た
だ
、
自
分
は
考
え

る
時
間
が
長
い
よ
う

で
、
「
ス
ピ
ー
ド
重

視
の
仕
事
」
や
「
お

も
し
ろ
い
も
の
を
作

る
」
こ
と
よ
り
、
だ

ん
だ
ん
と
「
モ
ノ
を

つ
く
る
人
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。　

　

今
回
、
東
京
土
建
が
書
記
局
員
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
応
募
、

杉
並
支
部
で
採
用
し
て
い
た
だ
き
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
趣
味
は
映
画
鑑
賞
や
読
書

で
す
。
一
つ
ず
つ
仕
事
を
覚
え

て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
人
達
、
み

な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
書
記
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木 

淳
志
】

　

私
は
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
３
人
兄
妹
の
長
男

で
す
。
中
学
を
卒
業
後
中
央
大
学
附

属
高
校
に
入
学
、
学
校
は
都
内
の
小

金
井
市
に
あ
っ
た
た
め
１
時
間
半
か

け
て
電
車
で
通
い
ま
し
た
。
中
学
校

の
と
き
は
テ
ニ
ス
部
で
し
た
が
、
イ

ン
ド
ア
が
向
い
て
い
る
か
な
と
思
い
、

ピ
ア
ノ
を
小
学
校
の

時
に
習
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
吹
奏
楽
部
に

入
部
。
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク

ス
を
担
当
し
３
年
間

続
け
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
大

学
に
進
学
し
、
八
王

子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

る
中
央
大
学
経
済
学

部
に
入
学
。
軽
音
楽

部
に
入
部
し
ま
し
た

が
、
練
習
に
使
う
ス

タ
ジ
オ
代
や
会
場
費

な
ど
思
っ
た
以
上
に

予
算
が
か
か
り
断
念
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
サ
ー
ク
ル
に
入
り
直
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
学
園
祭
な

ど
で
実
施
す
る
企
画
の
立
案
か
ら
始

ま
り
、
チ
ラ
シ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

モノを つくる 人 を

サ ポ ー ト し た い

木
きむ ら

村 颯
そうすけ

介さん　直属・書記

木村 颯介さん

　就労履歴を蓄積し、技能評価につながる
建設キャリアアップシステム。運用するた
めには、まず事業者登録をし、その後、技
能者登録をする必要があります。
　登録申請の仕方がわからない方は、支部
までご相談ください。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

　

７
月
１
日
〜
２
日
に
毎

年
恒
例
「
杉
並
プ
ラ
チ
ナ

の
会
一
泊
バ
ス
旅
行
」を
開

催
し
ま
し
た
。バ
ス
で
支
部

を
出
発
し
、
東
京
湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
を
通
り
、海
ほ
た

る
Ｐ
Ａ
に
て
休
憩
、千
葉
県

木
更
津
市
「
高
倉
観
音
」

に
到
着
。高
倉
観
音
は
、鎌

倉
時
代
か
ら
坂
東
三
十
番

札
所
と
し
て
知
ら
れ
「
た

か
く
ら
の
観
音
様
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
参
り
後
、
昼
食
は
木

更
津
名
物
「
は
か
り
め（
ア

ナ
ゴ
）
丼
」
を
堪
能
。「
は

か
り
め
」
と
は
魚
市
場
で

使
わ
れ
る「
棒
は
か
り
」の

こ
と
で
、ア
ナ
ゴ
の
体
の
側

面
に
並
ん
だ
側
線
孔
が
棒

は
か
り
の
目
盛
り
見
え
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

鴨
川
市
に
あ
る
「
日
本

の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ

れ
た「
大
山
千
枚
田
」を
眺

め
、カ
ス
テ
ラ
工
房
を
見
学

後
、15
時
過
ぎ
に
は「
三
日

月
シ
ー
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
鴨

川
」に
到
着
。東
京
湾
を
望

む
絶
景
の
露
天
風
呂
で
旅

の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

夕
食
の
宴
会
で
は
、
毎

月
の
杉
並
さ
ろ
ん
で
鍛
え

た
歌
声
を
み
ん
な
で
披
露

し
て
、大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

翌
日
は
日
蓮
聖
人
の
降

誕
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

「
誕
生
寺
」
を
訪
れ
、港
の

駅
「
ま
る
た
け
」に
て
千
葉

県
の
名
産
品
や
海
産
物
を

買
い
、安
房
（
あ
わ
）
神
社

を
参
拝
し
ま
し
た
。
昼
食

後
は「
渚
の
博
物
館
」に
て
、

和
船
の
造
船
技
術
で
造
ら

れ
た
木
造
漁
船
な
ど
を
見

学
。
最
後
に
金
谷
港
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
バ
ス
ご
と
久
里

浜
ま
で
移
動
し
、
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
の
会
で
は
毎

月
の
杉
並
さ
ろ
ん
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！　

み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

７
・
１
〜
２ 

● 

プ
ラ
チ
ナ
の
会 

一
泊
バ
ス
旅
行

登録申請
レベル別判定
組合へ相談を

プラチナの会ここにありプラチナの会ここにあり

房総堪能！房総堪能！
〝
渚
の
駅
〞た
て
や
ま「
サ
カ
ナ
ク
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に
て

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン「
海
ほ
た
る
Ｐ
Ａ
」プラチナの会ここにあり

房総堪能！


